































































表1 生活バス運行補助金の推移 (単位 :千円)
旧市町村名
補 助 額
平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度
浜 田 20273 69013 58452 62310 70163
金 城 2743 9859 8773 12386 14429
旭 0 1774 1990
弥 栄 2362 2522
[品 1584 4880 4946 6557
































































































































































稲  代 8 4 4 30 8%
大  坪 47 0 0 1 0 1 617%
小  坂 4 7 2 3 39.0%
門  田 0 1 1 11 43.1%
高  内 1 3 40 43.50/O




程  原 0 0 0 0 78,3%
里 5 1 2 10 45 10/O
木 都 賀 226 38 0%
田 野 原 0 0 0 0 0 813%
野  坂 2 1 1 3 ?? 46 1%
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サービス」を購入する代わりに、人々は財 (車)や物 (ガソリン)や中間サービス (修繕やそ
の他のサービス)を購入し、車を運転することにより自ら輸送サービスを生産しているという
事態を指摘している (Gershuny 2000。藤原 2 02)。
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